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王
守
仁
（
陽
明
、
成
化
八
年
九
月
三
十
日
、
一
四
七
二
年
十
月
三
十
一
日

～
嘉
靖
七
年
十
一
月
二
十
九
日
、
一
五
二
九
年
一
月
九
日
）
の
『
大
學
』
に

對
す
る
註
釋
で
あ
る
『
大
學
古
本
傍
釋
』
は
、
明
末
の
中
國
に
お
い
て

刋
行
が
な
さ
れ
、
淸
代
に
お
い
て
も
な
お
刋
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
國
に
お
い
て
は
、
本
書
に
よ
っ
て
、
王
守
仁
の
『
大

學
』
解
釋
を
知
ろ
う
と
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
後
述
の
ご
と

く
、
陽
明
學
の
信
奉
者
の
閒
で
す
ら
も
本
書
に
對
す
る
僞
作
說
が
唱
え

ら
れ
る
ほ
ど
、
本
書
に
對
す
る
關
心
は
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
江
戶
期
の
日
本
に
お
い
て
は
狀
況
を
異
に
し
て
お
り
、
江
戶

後
期
の
日
本
陽
明
學
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
佐
籘
一
齋
（
擔
、
安
永

元
年
十
月
二
十
日
、
一
七
七
二
年
十
一
月
十
四
日
～ 

安
政
六
年
九
月
二
十
四

日
、
一
八
五
九
年
十
月
十
九
日
）
お
よ
び
大
鹽
中
齋
（
平
八
郞
、
寬
政
五
年

一
月
二
十
二
日
、
一
七
九
三
年
三
月
四
日
～
天
保
八
年
三
月
二
十
七
日
、
一
八

三
七
年
五
月
一
日
）
は
、
い
ず
れ
も
『
大
學
古
本
傍
釋
』
を
王
守
仁
の
眞

作
で
あ
る
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
王
守
仁
の
『
大
學
』
解
釋
を
探
っ
て
い

る
。
ま
た
、
彼
ら
二
人
は
い
ず
れ
も
『
大
學
古
本
傍
釋
』
の
編
纂
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
本
書
の
紹
介
お
よ
び
普
乁
に
大
き
な

影
響
を
與
え
る
こ
と
と
な
っ
た（

１
）。

本
稿
に
お
い
て
は
、
佐
籘
一
齋
お
よ
び
大
鹽
中
齋
の
『
大
學
古
本
傍

釋
』
に
對
す
る
見
解
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
日
兩
國
に
お
け
る
本

書
に
對
す
る
受
容
の
大
き
な
差
異
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

佐
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仁
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齋
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一
、
中
國
に
お
け
る
『
大
學
古
本
傍
釋
』
の

　
　
　
　

刋
行
に
つ
い
て

初
め
に
、
以
下
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
前
近
代
の
中
國
に
お
い
て

刋
行
さ
れ
た
『
大
學
古
本
傍
釋
』（
以
下
『
傍
釋
』
と
略
）
の
版
本
に
つ

い
て
槪
觀
し
て
い
き
た
い（

２
）。

王
守
仁
が
初
め
て
本
書
を
刋
刻
し
た
の
は
、
正
德
十
三
年
（
一
五
一

八
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
王
文
成
公
全
書
』

卷
三
十
二
「
年
譜
一
」
の
「（
正
德
）
十
有
三
年
戊
寅
先
生
四
十
七
歲
在

贛
」
の
項
に
、「
七
月
刻
古
本
大
學
。・
・
・
至
是
錄
刻
成
書
、
傍
爲
之

釋
而
引
以
敍
」（
七
月
、
古
本
大
學
を
刻
す
。・
・
・
是
の
錄
、
刻
し
て
書
を

成
す
に
至
り
、
傍
ら
に
之
れ
が
釋
を
爲
し
て
引
き
て
以
て
敍
す
）
と
、
同
年

に
序
文
と
傍
釋
と
を
附
し
た
『
古
本
大
學
』
を
刋
行
し
た
旨
、
明
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
『
王
文
成
公
全
書
』
卷
七
所
收
の
「
大
學
古
本
序
」

が
「
戊
寅
」
の
紀
年
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、『
傍
釋
』
が
同
年
の
刋

行
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
正

德
十
三
年
刋
本
は
現
存
し
な
い
。

こ
の
正
德
十
三
年
刋
本
は
、
王
守
仁
に
と
っ
て
は
不
滿
足
な
も
の
で

あ
っ
た
。「
甲
申
」（
嘉
靖
三
年
、
一
五
二
四
、
王
守
仁
五
十
三
歲
）
執
筆

の
「
與
黃
勉
之
」（『
王
文
成
公
全
書
』
卷
五
）
で
は
、「
古
本
之
釋
、
不

得
已
也
。
然
不
敢
多
爲
辭
說
、
正
恐
葛
籘
纏
繞
則
枝
幹
反
爲
蒙
翳
耳
。

短
序
亦
嘗
三
易
稿
、
石
刻
其
最
後
者
。
今
各
徃
一
本
、
亦
足
以
知
初

年
之
見
、
未
可
據
以
爲
定
也
」（
古
本
の
釋
は
、
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。
然

れ
ど
も
敢
へ
て
多
く
辭
說
を
爲
さ
ざ
る
は
、
正
に
葛
籘
纏
繞
す
れ
ば
則
ち
枝
幹

反
り
て
蒙
翳
を
爲
す
を
恐
る
る
の
み
。
短
序
も
亦
た
嘗
て
三
た
び
稿
を
易
へ
、

石
刻
は
其
の
最
後
な
る
者
な
り
。
今
各
ゝ
一
本
を
徃
［
お
く
］
る
も
、
亦
た
以

て
初
年
の
見
を
知
る
に
足
る
も
、
未
だ
據
り
て
以
て
定
ま
る
と
爲
す
べ
き
に
あ

ら
ざ
る
な
り
）
と
、
自
著
へ
の
不
滿
を
記
し
て
い
る
。
特
に
、
最
後
に

「
足
以
知
初
年
之
見
、
未
可
據
以
爲
定
也
」（
以
て
初
年
の
見
を
知
る
に
足

る
も
、
未
だ
據
り
て
以
て
定
ま
る
と
爲
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
）
と
あ
る

よ
う
に
、
正
德
十
三
年
、
王
守
仁
四
十
七
歲
の
折
に
刋
行
さ
れ
た
本
書

は
、「
年
譜
一
」
の
正
德
十
六
年
（
一
五
二
一
、
王
守
仁
五
十
歲
）
の
項

に
、「
是
年
先
生
始
揭
致
良
知
之
敎
」（
是
の
年
、
先
生
始
め
て
致
良
知
の

敎
へ
を
揭
ぐ
）
と
あ
る
、
王
守
仁
の
晚
年
の
定
論
た
る
「
致
良
知
說
」

を
踏
ま
え
て
い
な
い
こ
と
が
致
命
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

３
）。

王
守
仁
は
「
致
良
知
說
」
を
踏
ま
え
た
本
書
の
改
定
を
志
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。「
甲
申
」（
嘉
靖
三
年
、
一
五
二
四
、
王
守
仁
五
十
三
歲
）
執

筆
の
「
與
黃
勉
之
」
と
同
じ
年
に
記
さ
れ
た
「
與
黃
勉
之　

二
」（『
王

文
成
公
全
書
』
卷
五
）
に
お
い
て
彼
が
、「
大
學
古
本
曾
無
下
筆
處
。
有

辜
勤
勤
之
意
、
然
此
亦
自
可
徐
徐
圖
之
。
但
古
本
白
文
之
在
吾
心
者
、
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未
能
時
時
發
明
、
卻
有
可
憂
耳
」（
大
學
古
本
は
曾
て
筆
を
下
す
處
無
し
。

勤
勤
の
意
に
辜
［
そ
む
］
く
有
り
、
然
れ
ど
も
此
れ
も
亦
た
自
ら
徐
徐
に
之
れ

を
圖
る
べ
し
。
但
だ
古
本
の
白
文
の
吾
が
心
に
在
る
者
は
、
未
だ
時
時
發
明
す

る
能
は
ず
し
て
、
卻
り
て
憂
ふ
べ
き
有
る
の
み
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
彼
は
そ
の
宿

願
を
果
た
す
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
述
べ
た
如
く
、
王
守
仁
の
生
前
に
刋
行
さ
れ
た
『
傍

釋
』
は
、
現
存
し
な
い
、
前
記
の
正
德
十
三
年
刋
本
の
み
で
あ
っ
た
。

一
方
、
王
守
仁
沒
後
の
刋
本
と
し
て
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
以
下

の
三
種
が
擧
げ
ら
れ
る
。

隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
）
刋
『
丘
陵
學
山
』
所
收（

４
）

の
『
大
學
古
本
』

（
以
下
「
學
山
本
」
と
略（

（
（

）

萬
曆
三
十
六
年
（
一
六
〇
八
）
刋
『
大
學
古
今
本
通
考
』
所
收
の
『
大

學
傍
註
古
本（

６
）』

乾
隆
年
閒
（
一
七
三
六
～
一
七
七
六
）
刋
『
函
海
』
所
收
の
『
大
學
古

本
旁
註
』（
以
下
「
函
海
本
」
と
略
（
７
））

上
記
三
種
の
刋
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
傍
釋
に
お
い
て
多
く
の
相
違

點
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
前
揭
の
水
野
實
氏
の
論
文

に
詳
し
い
が
、
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
王
文
祿
（
嘉
靖
十
年
［
一
五
三

一
］
の
擧
人
）
が
跋
文
に
お
い
て
、「
嘉
靖
丁
亥
秋
、
先
康
毅
君
、
率
祿

渡
江
、
扣
陽
明
洞
。
天
聞
王
龍
溪
先
生
講
大
學
、
得
古
本
傍
釋
。・
・
・

祿
今
重
梓
」（
嘉
靖
丁
亥
［
六
年
、
一
五
二
七
］
秋
、
先
康
毅
君
、
祿
を
率
ひ

て
江
を
渡
り
、
陽
明
洞
を
扣
［
た
た
］
く
。
天
ゝ
王
龍
溪
先
生
の
大
學
を
講
ず

る
を
聞
き
、
古
本
傍
釋
を
得
た
り
。・
・
・
祿
今
重
梓
す
）
と
記
し
て
い
る

「
學
山
本
」
が
、
最
も
確
實
に
『
傍
釋
』
の
本
來
の
內
容
を
保
存
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
述
べ
た
如
く
、
現
存
す
る
『
傍
釋
』
は
、
王
守
仁
本

人
が
「
足
以
知
初
年
之
見
、
未
可
據
以
爲
定
也
」（
以
て
初
年
の
見
を
知

る
に
足
る
も
、
未
だ
據
り
て
以
て
定
ま
る
と
爲
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
）
と

の
不
滿
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
中
國
で
は
、
王

守
仁
の
高
弟
た
る
錢
德
洪
が
、
最
晚
年
の
王
守
仁
の
『
大
學
』
解
釋
を

記
し
た
『
大
學
問
』（『
王
文
成
公
全
書
』
卷
二
十
六
）
が
世
に
出
た
後
に

お
い
て
は
、
特
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
い
く
つ
か
の
叢
書
に
收

め
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
陽
明
學
の
信
奉
者
た
ち
の
註
意
を
引
く
こ
と

も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

８
）。



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
四
十
號

（ 42 ）

二
、
佐
籘
一
齋
に
よ
る
『
大
學
古
本
傍
釋
』
へ
の

　
　
　
　

註
目
お
よ
び
僞
作
說
の
否
定

『
標
註
傳
習
錄
』
卷
上
の
「
徐
愛
引
言
」（
先
生
於
大
學
格
物
諸

說
・
・
・
）
に
お
け
る
、
三
輪
執
齋
の
「
舊
本
大
學
」
の
語
へ
の
註
が
、

「
陽
明
先
生
嘗
著
大
學
旁
訓
、
今
不
傳
」（
陽
明
先
生
嘗
て
大
學
の
旁
訓
を

著
す
も
、
今
、
傳
は
ら
ず
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
て
、『
傳
習
錄
欄

外
書
』「
通
行
本
」
に
は
、以
下
の
よ
う
な
欄
外
書
が
記
さ
れ
て
い
る（

９
）。

文
成
公
大
學
以
舊
本
爲
正
、
旁
有
釋
。
其
本
漢
土
久
傳
之
、
而
本
邦

人
所
未
見
。
至
文
政
甲
申
、
吳
舶
始
載
來
。
執
齋
謂
其
不
傳
、
以
當
時

未
見
耳
。

【
書
き
下
し
文
】

文
成
公
の
大
學
は
舊
本
を
以
て
正
と
爲
し
、
旁
ら
に
釋
有
り
。
其
の

本
は
漢
土
に
久
し
く
之
れ
を
傳
ふ
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
本
邦
の
人
は
未

だ
見
ざ
る
所
な
り
。
文
政
甲
申
（
七
年
、
一
八
二
四
）
に
至
り
、
吳
舶
始

め
て
載
せ
來
る
。
執
齋
、
其
の
傳
は
ら
ざ
る
を
謂
ふ
は
、
當
時
未
だ
見

ざ
る
を
以
て
の
み
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
籘
一
齋
は
日
本
に
お
い
て
初
め
て
『
大
學
古
本
傍

釋
』
を
實
見
し
た
硏
究
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
週
知
の
ご
と

く
、
淸
朝
の
毛
奇
齡
を
初
め
と
し
て
、
本
書
に
關
し
て
は
僞
作
說
が
多

く
存
在
す
る
。
以
下
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
毛
氏
の
說
を
擧
げ

て
お
き
た
い
。

毛
奇
齡
「
王
文
成
傳
本
」（『
西
河
合
集
』
第
八
十
一
册
（
（1
（

）
卷
一

　

文
成
所
示
者
是
禮
記
原
本
。
今
行
世
有
註
釋
者
係
門
人
僞
入
之
、
大

不
足
據
。
後
嘉
靖
閒
、
給
事
賀
欽
好
學
棄
官
、
還
遼
東
、
出
陽
明
古
本

大
學
敎
學
者
。
但
有
章
截
、
竝
無
註
釋
。
章
截
如
大
學
之
衟
至
天
下
平

爲
一
截
、
自
天
子
至
未
之
有
也
爲
一
截
、
所
謂
誠
其
意
至
此
謂
知
本
爲

一
截
類
。

【
書
き
下
し
文
】

文
成
の
示
す
所
の
者
は
是
れ
禮
記
の
原
本
な
り
。
今
、
世
に
行
は
れ

る
註
釋
有
る
者
は
門
人
の
僞
り
て
之
れ
を
入
れ
る
に
係
り
、
大
い
に
據

る
に
足
ら
ず
。
後
、
嘉
靖
の
閒
に
、
給
事
賀
欽
、
學
を
好
み
官
を
棄

て
、
遼
東
に
還
り
、
陽
明
の
古
本
大
學
を
出
し
て
學
を
敎
ふ
る
者
な

り
。
但
だ
章
截
有
り
て
、
竝
び
に
註
釋
無
し
。
章
截
は
大
學
の
衟
よ
り

天
下
平
ら
か
な
り
に
至
る
ま
で
を
一
截
と
爲
し
、
天
子
よ
り
未
だ
之
れ

有
ら
ざ
る
な
り
に
至
る
ま
で
を
一
截
と
爲
し
、
謂
ふ
所
の
其
の
意
を
誠

に
す
る
よ
り
此
れ
を
本
を
知
る
と
謂
ふ
に
至
る
ま
で
を
一
截
と
爲
す
の
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類
ひ
の
如
し
。

こ
の
よ
う
な
僞
作
說
を
、
佐
籘
一
齋
は
、『
大
學
古
本
傍
釋
』
を
實

見
す
る
以
前
よ
り
批
判
し
て
い
た
。
以
下
の
『
大
學
一
家
私
言
』
に
お

い
て
彼
は
既
に
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
大
學
一
家
私
言
』（
國
士
舘
大
學
圖
書
館
所
藏
。
飜
刻
は
「
大
日
本
思
想
全

書
」
第
十
六
卷
、
三
一
八
頁
、
先
進
社
、
一
九
三
一
。
一
齋
、
二
十
四
、
五
歲

の
時
に
執
筆
（
（1
（

。
當
時
は
未
だ
『
大
學
古
本
傍
釋
』
を
實
見
せ
ず
）

毛
氏
奇
齡
著
王
文
成
傳
云
、
文
成
所
示
者
是
禮
記
原
本
。
今
行
世
有

註
釋
者
係
門
人
僞
入
之
、
大
不
足
據
。
嘉
靖
閒
、
給
事
賀
欽
出
陽
明
古

本
大
學
敎
學
、
但
有
章
截
、
竝
無
註
釋
。
毛
此
（
國
士
舘
大
學
圖
書
館
所

藏
本
は
「
氏
」
に
修
正
）
說
亦
鹵
莽
甚
矣
。
夫
陽
明
大
學
不
名
以
旁
釋
乎
。

而
有
章
截
無
註
釋
者
、
是
徒
白
文
耳
、
何
旁
釋
之
有
。
由
是
攷
之
、
其

晚
歲
校
定
本
在
彼
邦
亦
或
亡
佚
不
傳
歟
。

【
書
き
下
し
文
】

毛
氏
奇
齡
、
王
文
成
傳
を
著
し
て
云
ふ
、
文
成
の
示
す
所
の
者
は
是

れ
禮
記
の
原
本
な
り
。
今
、
世
に
行
は
れ
る
註
釋
有
る
者
は
門
人
の
僞

り
て
之
れ
を
入
れ
る
に
係
り
、
大
い
に
據
る
に
足
ら
ず
。
嘉
靖
の
閒

に
、
給
事
賀
欽
、
陽
明
の
古
本
大
學
を
出
し
て
學
を
敎
ふ
る
に
、
但
だ

章
截
有
り
て
、
竝
び
に
註
釋
無
し
、
と
。
毛
の
此
の
說
も
亦
た
鹵
莽
な

る
こ
と
甚
し
。
夫
れ
陽
明
の
大
學
は
旁
釋
を
以
て
名
づ
け
ざ
る
か
。
而

し
て
章
截
有
り
て
註
釋
無
き
者
は
、
是
れ
徒た
だ

に
白
文
の
み
に
し
て
、
何

ぞ
旁
釋
の
有
ら
ん
や
。
是
れ
に
由
り
て
之
れ
を
攷か

ん
が

ふ
る
に
、
其
の
晚

歲
の
校
定
本
は
彼
の
邦
に
在
り
て
も
亦
た
或
い
は
亡
佚
し
て
傳
は
ら
ざ

る
か
。

こ
の
『
大
學
古
本
傍
釋
』
が
王
守
仁
の
眞
作
で
あ
る
と
い
う
見
解

は
、
同
書
を
實
見
す
る
に
乁
ん
で
ま
す
ま
す
强
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

「
大
學
古
本
旁
釋
序
」（『
大
學
古
本
旁
釋
』
所
收
）

王
文
成
公
大
學
古
本
旁
釋
、
本
邦
人
所
未
見
。
余
嘗
檢
朱
彝
尊
經
義

考
曰
、
文
成
大
學
一
本
四
卷
、
取
鄭
註
孔
義
本
而
旁
釋
之
。
毛
奇
齡

曰
、
今
行
本
有
註
釋
者
係
門
人
僞
入
。
嘉
靖
閒
、
給
事
賀
欽
出
陽
明
大

學
、
有
章
截
、
無
註
釋
。
案
文
成
序
明
明
曰
傍
爲
之
釋
、
而
今
以
無
釋

者
爲
眞
、
豈
其
然
乎
。
至
於
文
政
甲
申
、
筑
人
抵
崎
、
始
得
之
吳
商
、

轉
傳
歸
於
余
。
其
書
爲
淸
人
李
氏
調
元
刻
本
。
詮
釋
厪
厪
止
數
處
。
後

半
截
尤

略
、
與
世
之
訓
註
事
體
殊
異
。
遽
讀
之
、
若
淺
率
不
經
意

者
。
毛
氏
斥
以
爲
僞
入
、
殆
以
此
歟
。
嘗
讀
文
成
答
顧
東
橋
書
、
其
所

擧
問
目
、
有
似
指
旁
釋
中
語
者
、
久
疑
之
。
今
取
比
校
、
果
然
。
則
知
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決
非
門
人
所
僞
造
矣
。
但
自
序
係
正
德
戊
寅
舊
撰
、
經
義
考
所
引
亦
與

此
同
。
當
時
未
專
說
良
知
之
說
、
故
序
中
亦
不
乁
之
。
嘉
靖
癸
未
、
與

薛
尙
謙
書
有
云
、
致
知
二
字
、
在
虔
時
終
日
論
此
、
同
志
中
尙
多
未

徹
。
近
於
古
本
序
中
改
數
語
、
頗
發
此
意
。
今
閱
文
錄
所
收
古
本
序
、

於
致
知
三
致
意
焉
、
與
李
本
序
不
同
、
是
知
李
本
序
未
經
改
定
也
。
至

於
經
義
考
指
爲
四
卷
、
今
不
可
考
。
李
本
則
本
文
一
卷
、
附
錄
一
卷
、

共
一
本
。
而
附
錄
全
襲
取
經
義
考
。
蓋
出
於
調
元
所
爲
矣
。
錢
德
洪

曰
、
大
學
問
、
鄒
謙
之
嘗
附
刻
於
大
學
古
本
。
而
其
跋
載
在
東
廓
集
、

則
鄒
氏
刻
本
、
其
有
大
學
問
可
知
也
。
余
今
重
訂
之
、
序
取
文
錄
所
收

者
、
旁
釋
極
爲

易
。
因
亦
僭
補
數
條
、
除
去
李
本
附
錄
、
依
倣
鄒

本
、
以
大
學
問
附
焉
。
庶
⺇
於
讀
古
本
者
、
或
有
所
裨
益
爾
。

文
政
十
二
年
己
丑
嘉
平
日
晦
、
江
都
佐
籘
坦
識
。　

【
書
き
下
し
文
】

王
文
成
公
の
大
學
古
本
旁
釋
は
、
本
邦
の
人
の
未
だ
見
ざ
る
所
な

り
。
余
嘗
て
朱
彝
尊
の
經
義
考
を
檢
す
る
に
曰
く
、
文
成
の
大
學
は
一

本
四
卷
、
鄭
註
孔
義
本
を
取
り
て
旁
ら
に
之
れ
を
釋
す
、
と
。
毛
奇
齡

曰
く
、
今
、
行
は
れ
る
本
に
註
釋
有
る
者
は
門
人
の
僞
り
て
入
れ
る
に

係
る
。
嘉
靖
の
閒
に
、
給
事
賀
欽
、
陽
明
の
大
學
を
出
す
に
、
章
截
有

り
て
、
註
釋
無
し
、
と
。
案
ず
る
に
文
成
の
序
に
明
明
に
傍
ら
に
之
れ

が
釋
を
爲
す
と
曰
ふ
に
、
而
し
て
今
、
釋
無
き
者
を
以
て
眞
と
爲
す
、

豈
に
其
れ
然
る
や
。
文
政
甲
申
（
七
年
、
一
八
二
四
）
に
至
り
、
筑
人
、

崎
に
抵
り
、
始
め
て
之
れ
を
吳
商
に
得
、
轉
じ
て
傳
は
り
て
余
に
歸

す
。
其
の
書
は
淸
人
李
氏
調
元
の
刻
本
爲
り
。
詮
釋
は
厪
厪
數
處
に
止

ま
る
。
後
ろ
の
半
截
は
尤
も

略
に
し
て
、
世
の
訓
註
と
事
體
殊こ

と

に
異

な
る
。
遽
か
に
之
れ
を
讀
む
に
、
淺
率
に
し
て
意
を
經
ざ
る
者
の
若

し
。
毛
氏
の
斥
け
て
以
て
僞
は
り
て
入
れ
る
と
爲
す
は
、
殆
ど
此
れ
を

以
て
か
。
嘗
て
文
成
の
顧
東
橋
に
答
ふ
る
の
書
を
讀
む
に
、
其
の
擧
ぐ

る
所
の
問
目
は
、
旁
釋
中
の
語
を
指
す
に
似
た
る
者
有
り
、
久
し
く
之

れ
を
疑
ふ
。
今
取
り
て
比
校
す
る
に
、
果
し
て
然
り
。
則
ち
知
る
、
決

し
て
門
人
の
僞
造
す
る
所
に
非
ざ
る
を
。
但
だ
自
序
は
正
德
戊
寅
（
十

三
年
、
一
五
一
八
）
の
舊
撰
に
係
り
、
經
義
考
の
引
く
所
も
亦
た
此
れ
と

同
じ
。
當
時
未
だ
專
ら
に
は
良
知
の
說
を
說
か
ず
、
故
に
序
中
も
亦
た

之
れ
に
乁
ば
ず
。
嘉
靖
癸
未
（
二
年
、
一
五
二
三
）、
薛
尙
謙
に
與
ふ
る

の
書
に
云
へ
る
有
り
、
致
知
の
二
字
は
、
虔
に
在
る
時
、
終
日
此
れ
を

論
ず
る
も
、
同
志
の
中
、
尙
ほ
多
く
は
未
だ
徹
ら
ず
。
近
ご
ろ
古
本
の

序
中
に
於
て
數
語
を
改
め
、
頗
る
此
の
意
を
發
す
、
と（

（1
（

。
今
、
文
錄
に

收
む
る
所
の
古
本
序（

（1
（

を
閱
す
る
に
、
致
知
に
於
て
三
た
び
意
を
致
し
、

李
本
の
序
と
同
じ
か
ら
ず
、
是
れ
李
本
の
序
の
未
だ
改
定
を
經
ざ
る
を

知
る
な
り
。
經
義
考
の
指
し
て
四
卷
と
爲
す
に
至
り
て
は
、
今
、
考
ふ

べ
か
ら
ず
。
李
本
は
則
ち
本
文
一
卷
、
附
錄
一
卷
、
共
に
一
本
な
り
。
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而
し
て
附
錄
は
全
て
經
義
考
を
襲
ひ
取
る
。
蓋
し
調
元
の
爲
す
所
に
出

で
し
な
ら
ん
。
錢
德
洪
曰
く
、
大
學
問
は
、
鄒
謙
之
、
嘗
て
大
學
古
本

に
附
刻
せ
し
、
と（

（1
（

。
而
し
て
其
の
跋
は
載
せ
て
東
廓
集
に
在
れ
ば（

（1
（

、
則

ち
鄒
氏
の
刻
本
は
、
其
の
大
學
問
有
る
こ
と
知
る
べ
き
な
り
。
余
、
今

之
れ
を
重
訂
し
、
序
は
文
錄
に
收
む
る
所
の
者
を
取
り
、
旁
釋
は
極
め

て

易
爲
り
。
因
り
て
亦
た
僭
か
に
數
條
を
補
ひ
、
李
本
の
附
錄
を
除

き
去
り
、
鄒
本
に
依
り
倣
ひ
て
、
大
學
問
を
以
て
附
す
。
庶こ

ひ

⺇ね
が

は
く
は

古
本
を
讀
む
者
に
於
て
、
或
い
は
裨
益
す
る
所
有
ら
ん
の
み
。

文
政
十
二
年
己
丑
、
嘉
平
の
日
晦
（
十
二
月
三
十
日
、
一
八
三
〇
年
一

月
二
十
四
日
）、
江
都
の
佐
籘
坦
識
す
。　

こ
の
文
は
、
彼
が
自
己
の
所
藏
す
る
『
大
學
古
本
旁
釋
』
の
寫
本
の

冒
頭
に
記
し
た
も
の
だ
が（

（1
（

、
王
守
仁
自
身
の
言
に
よ
っ
て
毛
氏
の
說
を

完
膚
な
き
ま
で
に
叩
い
て
お
り
、
今
日
の
水
準
か
ら
み
て
も
見
事
な
論

と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
『
大
學
古
本
傍
釋
』
に
對
す
る
註
目
、
そ
し
て

そ
れ
を
王
守
仁
の
眞
作
と
し
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
水
準
を
拔
く
見
識

で
あ
り
、
彼
の
創
見
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
東
京
都
立
中
央
圖
書
館
の
河
田
文
庫
に
は
、
佐
籘
一
齋
の
手

に
な
る
、
多
數
の
『
大
學
古
本
旁
釋
』
の
寫
本
、
あ
る
い
は
和
刻
本

『
古
本
大
學
』
へ
の
書
入
本
が
所
藏
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
い
か
に
本
書

を
重
視
し
て
い
た
か
を
如
實
に
物
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
し
て

そ
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
王
守
仁
の
「
大
學
古
本
序（

（1
（

」
が
大
學
の
本
文

の
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
和
刻
本
『
大
學
』
へ
の
書

入
本
（
一
二
三-

Ｗ-

五
〇
）
に
お
い
て
は
、「
大
學
古
本
序
」（
和
刻
本

で
は
「
古
本
大
學
序
」
と
さ
れ
て
い
る
）
に
對
し
て
、「
插
註
」
と
い
う
、

極
め
て
特
色
の
あ
る
註
釋
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
註
目
さ
れ
る
。

「
插
註
」
と
い
う
と
人
は
、
本
文
中
に
插
入
さ
れ
た
、
割
註
の
よ
う

な
も
の
を
想
像
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
實
態

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
一
齋
に
よ
る
插
註
が
施
さ
れ

た
、「
古
本
大
學
序
」
の
全
文
を
擧
げ
て
お
く
（［　

］
內
が
「
插
註
（
（2
（

」）。

古
本
大
學
序　
　
　
［
後
學
佐
籘
坦
插
註
］

　

陽
明
先
生
撰

大
學
之
［
樞
］
要
［
唯
在
於
］
誠
［
實
吾
］
意
［
念
之
所
發
］
而
已

矣
。
誠
［
實
吾
］
意
［
念
所
發
］
之
功
［
夫
］
格
［
正
吾
意
念
所
在
之

事
］
物
而
已
矣
。
誠
［
實
吾
］
意
［
念
所
發
］
之
極
［
致
唯
在
於
］
止

［
於
］
至
善
［
之
本
體
］
而
已
矣
。
止
［
於
］
至
善
［
本
體
］
之
［
準
］

則
［
唯
在
於
］
致
［
極
意
本
體
固
有
靈
昭
不
昧
之
良
］
知
而
已
矣
。

［
大
學
一
書
之
蘊
蓋
盡
乎
此
也
。
身
之
主
宰
謂
之
心
、
故
其
曰
］
正
心
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［
者
謂
］
復
其
［
心
之
本
］
體
也
。［
心
之
形
體
謂
之
身
、
故
其
曰
］
修

身
［
者
］
著
其
［
身
之
發
］
用
也
、［
均
之
止
至
善
也
。
但
因
所
指
而

異
其
名
耳
。
故
人
］
以
［
此
］
言
乎
［
自
］
己
、［
則
］
謂
之
明
［
明
］

德
［
也
。
明
明
德
者
乃
所
以
止
至
善
也
、
又
］
以
［
此
］
言
乎
［
他
］

人
［
則
］
謂
之

民
［
也
。

民
者
乃
所
以
止
至
善
也
、
所
以
明
明
德

也
。
又
］
以
［
此

］
言
乎
天
地
之
閒
、［
則
天
理
流
行
萬
物
化
生
、

何
莫
而
順
至
善
之
動
也
。
故
止
至
善
一
句
全
］
備
［
而
不
傷
］
矣
。
是

故
至
善
也
者
［
乃
人
］
心
之
本
體
、［
太
極
之
存
乎
我
者
］
也
。［
唯
其

感
而
］
動
［
於
意
念
也
、
不
得
無
過
與
不
乁
矣
］、
而
後
［
始
］
有
不

善
［
形
乎
其
際
也
。
然
］
而
本
體
之
［
良
］
知
［
烔
然
常
照
、
昭
然
常

明
］、
未
嘗
不
知
［
其
果
是
乎
、
其
果
不
是
］
也
。
意
［
云
］
者
［
自
］

其
［
心
之
發
］
動
［
而
名
］
也
。
物
［
云
］
者
［
自
］
其
［
心
之
］
事

［
物
而
名
］
也
。［
故
］
致
［
極
］
其
本
體
、
其
本
體
［
常
照
常
明
］

之
［
良
］
知
、
而
［
後
意
念
之
發
］
動
［
始
］
無
［
有
］
不
善
［
者

也
。
雖
］
然
非
卽
其
［
意
念
所
在
之
］
事
［
物
］
而
格
［
正
］
之
、［
去

其
不
正
、
歸
之
於
正
也
］、
則
亦
［
復
］
無
以
致
［
極
］
其
［
良
］
知

［
也
］。
故
［
其
曰
］
致
［
極
良
］
知
者
、［
乃
］
誠
［
實
］
意
［
念
］

之
本
［
原
］
也
、［
而
其
曰
］
格
［
正
事
］
物
者
、［
又
］
致
［
極
良
］

知
之
實
［
功
］
也
。［
夫
］
物
［
既
］
格
［
焉
、
莫
不
正
矣
］、
則

［
良
］
知
［
之
所
知
者
無
有
虧
缺
障
蔽
、
而
乃
以
極
其
］
致
、
而
意
［
念

之
所
發
者
始
無
自
欺
而
可
以
謂
之
］
誠
［
矣
］、而
［
爲
］
有
以
［
得
］

復
其
［
心
之
］
本
體
［
也
］。
是
之
謂
止
［
於
］
至
善
［
矣
。
蓋
以
古

之
］
圣
人
懼
［
天
下
］
人
之
［
不
知
求
至
善
於
吾
心
而
徒
］
求
之
於
外

［
而
不
已
］
也
。
而
反
覆
其
辭
、［
引
援
點
證
、
錯
綜
變
化
、
不
必
莭
分

疏
而
理
自
確
然
乎
其
善
美
。
世
儒
不
察
遽
讀
之
、
輒
輕
以
爲
是
罔
統
歸

有
錯
誤
也
。
於
是
乎
孔
門
相
傳
之
］
舊
本
［
方
分
］
析
、
而
圣
人
［
立

敎
］
之
意
［
遂
］
亡
［
滅
］
矣
。
是
故
［
我
乃
就
舊
本
立
之
說
曰
、
大

學
之
要
在
於
誠
實
意
念
而
已
］。
不
務
［
求
］
於
誠
［
實
］
意
［
念
］

而
徒
以
格
［
正
事
］
物
者
、［
吾
］
謂
之
支
［
離
不
取
也
。
誠
實
意
念

之
功
在
於
格
正
事
物
而
已
］。
不
［
從
］
事
於
格
［
正
事
］
物
而
徒
以

誠
［
實
］
意
［
念
］
者
、［
吾
］
謂
虛
［
罔
不
取
也
。
誠
實
意
念
之
極

在
於
止
至
善
本
體
而
已
。
止
至
善
本
體
之
則
在
於
致
極
良
知
而
已
］。

不
本
［
之
］
於
致
［
極
良
］
知
、
而
徒
以
格
［
正
事
］
物
、
誠
［
實
］

意
［
念
］
者
、［
吾
］
謂
之
妄
［
作
不
取
也
］。［
何
則
］
支
［
離
］
與

虛
［
罔
］
與
妄
［
作
］、
其
於
［
吾
心
］
至
善
［
之
本
體
］
也
、［
相

去
隔
］
遠
矣
。［
誠
意
固
是
美
、
而
］
合
［
縫
］
之
以
［
居
］
敬
［
之

說
］、
而
益
［
見
］
綴
［
旒
經
文
固
明
矣
。
而
］
補
［
緝
］
之
以
［
格

致
之
］
傳
、而
益
［
見
］
離
［
披
］。
吾
懼
［
後
世
］
學
［
問
］
之
［
衟

不
見
其
要
］、
日
遠
於
至
善
而
［
不
自
覺
］
也
。［
於
是
敢
除
］
去
［
朱

子
之
］
分
［
別
］
章
［
句
］、
而
復
［
之
於
孔
門
之
］
舊
本
、［
且
］
傍
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［
側
］
爲
之
［
解
］
釋
以
引
［
長
］
其
義
［
理
也
。
夫
然
后
］
庶
⺇
復

［
見
］
見
圣
人
［
體
衟
］
之
心
［
也
］、
而
［
學
者
］
求
之
者
［
亦
］
有

其
要
［
而
不
差
也
］。
噫
［
嘻
］、
乃
若
致
［
極
良
］
知
［
之
說
］、
則

存
乎
心
［
自
］
悟
［
之
而
非
簸
異
筆
舌
之
所
能
盡
也
。
故
學
者
能
］
致

［
極
良
］
知
焉
［
而
有
自
悟
於
心
也
、
則
大
人
之
學
］
盡
矣
。

【
書
き
下
し
文
】（「
插
註
」
を
含
む
）

大
學
の
樞
要
は
唯
だ
吾
が
意
念
の
發
す
る
所
を
誠
實
に
す
る
に
在
る

の
み
。
吾
が
意
念
の
發
す
る
所
を
誠
實
に
す
る
の
功
夫
は
吾
が
意
念
の

在
る
所
の
事
物
を
格
正
す
る
の
み
。
吾
が
意
念
の
發
す
る
所
を
誠
實
に

す
る
の
極
致
は
唯
だ
至
善
の
本
體
に
止
ま
る
に
在
る
の
み
。
至
善
の
本

體
に
止
ま
る
の
準
則
は
唯
だ
意
の
本
體
の
固
有
の
靈
昭
不
昧
の
良
知
を

致
し
極
む
る
に
在
る
の
み
。
大
學
の
一
書
の
蘊
は
蓋
し
此
に
盡
く
る
な

り
。
身
の
主
宰
は
之
れ
を
心
と
謂
ひ
、
故
に
其
の
心
を
正
す
と
曰
ふ
者

は
其
の
心
の
本
體
を
復
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
心
の
形
體
は
之
れ
を
身
と

謂
ひ
、
故
に
其
の
身
を
修
め
る
と
曰
ふ
者
は
其
の
身
の
發
用
を
著
す
な

り
、
之
れ
を
至
善
に
止
ま
る
に
均
し
く
す
る
な
り
。
但
だ
指
す
所
に
因

り
て
其
の
名
を
異
に
す
る
の
み
。
故
に
人
、
此
れ
を
以
て
自
己
を
言
へ

ば
、
則
ち
之
れ
を
明
德
を
明
ら
か
に
す
る
と
謂
ふ
な
り
。
明
德
を
明
ら

か
に
す
る
者
は
乃
ち
至
善
に
止
ま
る
所
以
な
り
、
又
た
此
れ
を
以
て
他

人
を
言
へ
ば
則
ち
之
れ
を
民
を

し
む
と
謂
ふ
な
り
。
民
を

し
む
者

は
乃
ち
至
善
に
止
ま
る
所
以
な
り
、
明
德
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な

り
。
又
た
此
れ
を
以
て

く
天
地
の
閒
を
言
へ
ば
、
則
ち
天
理
流
行
し

て
萬
物
化
生
す
、
何
ぞ
至
善
の
動
に
順
ふ
こ
と
莫
か
ら
ん
や
。
故
に
至

善
に
止
ま
る
の
一
句
は
全
て
備
は
り
て
傷
つ
か
ず
。
是
の
故
に
至
善
な

る
者
は
乃
ち
人
心
の
本
體
に
し
て
、
太
極
の
我
れ
に
存
す
る
者
な
り
。

唯
だ
其
の
感
じ
て
意
念
に
於
て
動
く
や
、
過
ぎ
た
る
と
乁
ば
ざ
る
と
無

き
こ
と
を
得
ず
、
而
し
て
後
、
始
め
て
不
善
の
其
の
際
に
形あ

ら

は
る
る
こ

と
有
る
な
り
。
然
れ
ど
も
本
體
の
良
知
は
烔
然
と
し
て
常
に
照
ら
し
、

昭
然
と
し
て
常
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
未
だ
嘗
て
其
の
果
し
て
是
な
る

や
、
其
の
果
し
て
不
是
な
る
か
を
知
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
意
と

云
ふ
者
は
其
の
心
の
發
動
し
て
よ
り
し
て
名
づ
く
る
な
り
。
物
と
云
ふ

者
は
其
の
心
の
事
物
よ
り
し
て
名
づ
く
る
な
り
。
故
に
其
の
本
體
を
致

し
極
む
れ
ば
、
其
の
本
體
は
常
に
照
ら
し
常
に
明
か
な
る
の
良
知
に
し

て
、
而
し
て
後
、
意
念
の
發
動
は
始
め
て
不
善
な
る
者
の
有
る
こ
と
無

き
な
り
。
然
り
と
雖
も
非
あ
れ
ば
其
の
意
念
の
在
る
所
の
事
物
に
卽
き

て
之
れ
を
格
正
し
、
其
の
不
正
を
去
り
、
之
れ
を
正
に
歸
す
る
や
、
則

ち
亦
た
復
た
以
て
其
の
良
知
を
致
し
極
む
る
こ
と
無
き
な
り
。
故
に
其

の
良
知
を
致
し
極
む
る
と
曰
ふ
者
は
、
乃
ち
意
念
の
本
原
を
誠
實
に
す

る
な
り
、
而
し
て
其
の
事
物
を
格
正
す
る
と
曰
ふ
者
は
、
又
た
良
知
の

實
功
を
致
し
極
む
る
な
り
。
夫
れ
物
、
既
に
格た

だ

し
、
正
し
か
ら
ざ
る
莫
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け
れ
ば
、
則
ち
良
知
の
知
る
所
の
者
、
虧
缺
障
蔽
有
る
こ
と
無
く
、
而

し
て
乃
ち
以
て
其
の
致
を
極
め
て
、
而
し
て
意
念
の
發
す
る
所
の
者
、

始
め
て
自
ら
欺
く
こ
と
無
く
し
て
以
て
之
れ
を
誠
と
謂
ふ
べ
く
、
而
し

て
以
て
其
の
心
の
本
體
に
復
す
る
を
得
る
こ
と
有
り
と
爲
す
な
り
。
是

れ
之
れ
を
至
善
に
止
ま
る
と
謂
ふ
。
蓋
し
古
の
圣
人
、
天
下
の
人
の
至

善
を
吾
が
心
に
求
め
る
を
知
ら
ず
し
て
徒
ら
に
之
れ
を
外
に
求
め
て
已

ま
ざ
る
を
懼
れ
る
を
以
て
な
り
。
而
し
て
其
の
辭
を
反
覆
し
、
引
援
點

證
、
錯
綜
變
化
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
莭
し
て
分
疏
せ
ず
と
も
理
、
自

ら
其
の
善
美
を
確
然
と
す
。
世
儒
、
察
せ
ず
し
て
遽
か
に
之
れ
を
讀

み
、
輒
ち
輕
ゝ
し
く
以
て
是
れ
統
罔な

し
と
爲
し
て
錯
誤
有
る
に
歸
す
る

な
り
。
是
に
於
て
か
孔
門
相
傳
の
舊
本
、
方
に
分
析
し
て
、
而
し
て
圣

人
敎
へ
を
立
つ
る
の
意
、
遂
に
亡
び
滅
す
。
是
の
故
に
我
れ
乃
ち
舊
本

立
つ
る
の
說
に
就
き
て
曰
ふ
、
大
學
の
要
は
意
念
を
誠
實
に
す
る
に
在

る
の
み
、
と
。
意
念
を
誠
實
に
す
る
を
求
む
る
に
務
め
ず
し
て
徒
ら
に

以
て
事
物
を
格
正
せ
ん
と
す
る
者
は
、
吾
れ
之
れ
を
支
離
と
謂
ひ
て
取

ら
ざ
る
な
り
。
意
念
を
誠
實
に
す
る
の
功
は
事
物
を
格
正
す
る
に
在
る

の
み
。
事
物
を
格
正
す
る
に
從
事
せ
ず
し
て
徒
ら
に
意
念
を
誠
實
に
す

る
を
以
て
す
る
者
は
、
吾
れ
虛
罔
と
謂
ひ
て
取
ら
ざ
る
な
り
。
意
念
を

誠
實
に
す
る
の
極
は
至
善
の
本
體
に
止
ま
る
に
在
る
の
み
。
至
善
の
本

體
に
止
ま
る
の
則
は
良
知
を
致
し
極
む
る
に
在
る
の
み
。
之
れ
を
良
知

を
致
し
極
む
る
に
本
づ
か
ず
し
て
、
徒
ら
に
事
物
を
格
正
し
、
意
念
を

誠
實
に
す
る
を
以
て
す
る
者
、
吾
れ
之
れ
を
妄
り
に
作な

す
と
謂
ひ
て
取

ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
支
離
と
虛
罔
と
妄
作
と
は
、
其
の
吾

が
心
の
至
善
の
本
體
に
於
け
る
や
、
相
ひ
去
り
隔
た
る
こ
と
遠
し
。
誠

意
は
固
よ
り
是
れ
美
な
り
、
而
れ
ど
も
之
れ
を
合
縫
す
る
に
居
敬
の
說

を
以
て
し
て
、
而
し
て
益
ゝ
經
文
を
綴
旒
す
る
を
見
る
こ
と
固
よ
り
明

ら
か
な
り
。
而
し
て
之
れ
を
補
緝
す
る
に
格
致
の
傳
を
以
て
し
て
、
而

し
て
益
ゝ
離
披
す
る
を
見
る
。
吾
れ
後
世
の
學
問
の
衟
、
其
の
要
を
見

ず
、
日
に
至
善
よ
り
遠
く
し
て
自
ら
覺
ら
ざ
る
を
懼
る
る
な
り
。
是
に

於
て
敢
て
朱
子
の
章
句
を
分
別
す
る
を
除
去
し
て
、
而
し
て
之
れ
を
孔

門
の
舊
本
に
復
し
、
且し

ば
ら

く
傍
側
に
之
れ
が
解
釋
を
爲
し
て
以
て
其
の

義
理
を
引
き
て
長
く
す
る
な
り
。
夫
れ
然
る
后
、
庶こ

ひ

⺇ね
が

は
く
は
復
た
圣

人
の
衟
を
體
す
る
の
心
を
見あ

ら

は
す
を
見
て
、
而
し
て
學
ぶ
者
の
之
れ
を

求
む
る
者
も
亦
た
其
の
要
を
有
し
て
差た

が

は
ざ
る
こ
と
を
。
噫
嘻
、
乃
ち

若
し
良
知
の
說
を
致
し
極
む
れ
ば
、
則
ち
心
を
存
し
て
自
ら
之
れ
を
悟

る
は
簸
異
筆
舌
の
能
く
盡
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
學
者
、
能
く
良

知
を
致
し
極
め
て
自
ら
心
に
悟
る
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
大
人
の
學
、
盡

く
せ
り
。

一
讀
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
も
は
や
註
釋
で
は
な
く
、
一
種
の
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飜
譯
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
漢
文
訓
讀
に
新
⺇
軸
を
開
い
た
一
齋

點
で
有
名
な
彼
は
、
漢
文
（
中
國
語
文
言
文
）
の
長
所
も
短
所
も
熟
知

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
哲
學
を
表
現
す
る
う
え
で
の

文
言
文
の
最
大
の
短
所
は
、
文
言
文
の
持
つ
解
釋
の
多
義
性
な
の
で
あ

る
。
解
釋
の
多
義
性
は
、
文
學
に
お
い
て
は
長
所
と
な
り
う
る
も
の

の
、
哲
學
の
解
釋
に
お
い
て
は
、
嚴
密
性
に
缺
け
る
、
と
い
う
缺
點
に

つ
な
が
り
や
す
い
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
齋
は
こ
の
「
插
註
」
に

お
い
て
、
一
つ
の
語
彙
に
つ
い
て
一
つ
の
解
釋
し
か
許
さ
な
い
よ
う

に
細
心
の
註
意
を
拂
っ
て
い
る
。「
誠
意
」
は
必
ず
「
誠
實
吾
意
念
之

所
發
」（
吾
が
意
念
の
發
す
る
所
を
誠
實
に
す
る
）、「
格
物
」
は
「
格
正
吾

意
念
所
在
之
事
物
」（
吾
が
意
念
の
在
る
所
の
事
物
を
格
正
す
る
）、「
止
至

善
」
は
「
止
於
至
善
之
本
體
」（
至
善
の
本
體
に
止
ま
る
）、「
致
知
」
は

「
致
極
意
本
體
固
有
靈
昭
不
昧
之
良
知
」（
意
の
本
體
の
固
有
の
靈
昭
不
昧

の
良
知
を
致
し
極
む
る
）
と
い
う
よ
う
に
、
陽
明
學
の
基
本
的
語
彙
に
つ

い
て
は
絕
對
に
誤
讀
を
許
さ
な
い
、
と
い
う
一
齋
の
氣
迫
が
今
な
お
傳

わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
插
註
」
と
い
う
方
式
は
、
あ

く
ま
で
も
原
文
理
解
の
補
助
に
と
ど
ま
る
訓
點
と
は
異
な
り
、
文
言
文

か
ら
文
言
文
へ
と
い
う
、
一
見
註
釋
で
あ
り
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
飜
譯

を
志
向
す
る
も
の
と
し
て
、
時
代
を
超
え
た
先
見
の
明
を
有
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
形
式
の
註
釋
を
寀
用
し
た

の
は
、『
大
學
』
の
本
文
を
讀
む
の
に
際
し
て
、
王
守
仁
の
意
圖
を
讀

者
に
完
全
に
理
解
さ
せ
て
お
き
た
い
、
と
い
う
一
齋
の
熱
意
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。　

三
、
大
鹽
中
齋
と
『
古
本
大
學
刮
目
』

大
鹽
中
齋
は
、
佐
籘
一
齋
よ
り
二
十
年
ほ
ど
遲
れ
て
生
ま
れ
た
、
次

世
代
の
陽
明
學
者
で
あ
る
が
、
彼
も
一
齋
同
樣
に
、『
大
學
古
本
旁
註
』

を
作
成
し
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
序
文
を
有
す
る
『
古
本
大
學

刮
目
』
に
收
錄
し
て
い
る
。

『
古
本
大
學
刮
目
』
は
、
明
淸
の
學
者
の
『
大
學
』
に
關
す
る
所
說

を
網
羅
し
た
、
陽
明
學
者
大
鹽
中
齋
の
畢
生
の
大
著
で
あ
る
が
、
彼
は

そ
の
凡
例
の
末
尾
に
お
い
て
、
そ
の
目
睹
し
え
た
『
傍
釋
』
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

「
凡
例
」（
末
尾
）

一
、
經
文
因
署
諸
說
、
既
爲
三
十
有
七
節
、
實
屬
割
裂
、
故
別
載
王
子

古
本
白
文
傍
註
於
前
。
此
爲
便
於
覽
者
撿
閱
故
也
。
而
傍
註
抽
出

於
李
氏
涵
海
、
王
文
錄
百
陵
學
山
中
。
彼
此
校
訂
以
惠
學
者
。
所

謂
珍
書
而
莫
爲
容
易
觀
。
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【
書
き
下
し
文
】

經
文
は
諸
說
を
署
す
に
因
り
て
、
既
に
三
十
有
七
節
と
爲
り
て
、
實

に
割
裂
に
屬
す
、
故
に
別
に
王
子
の
古
本
白
文
傍
註
を
前
に
載
す
。
此

れ
覽
者
の
撿
閱
に
便
な
る
の
爲
の
故
な
り
。
而
し
て
傍
註
は
李
氏
の
涵

海
、
王
文
錄
の
百
陵
學
山
の
中
よ
り
抽
出
す
。
彼
此
校
訂
し
て
以
て
學

ぶ
者
に
惠
む
。
所
謂
る
珍
書
に
し
て
容
易
に
觀
る
を
爲
す
こ
と
莫
け
れ

ば
な
り
。

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
「
學
山
本
」
と
「
函
海
本
」
の

二
種
の
版
本
を
目
睹
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
彼
の
『
大
學
古
本
旁

註
』
は
、「
學
山
本
」
と
「
函
海
本
」
の
註
釋
を
重
ね
合
せ
て
相
互
の

不
足
を
補
い
、
さ
ら
に
校
訂
し
て
そ
れ
を
傍
註
の
形
で
表
わ
す
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
從
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
面
に
お
い

て
、
そ
の
『
大
學
古
本
旁
註
』
は
、
一
齋
の
『
大
學
古
本
旁
釋
』
よ
り

一
步
進
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
函
海
本
」
を
底
本
と
す
る
、
一
齋
の
『
大
學
古
本
旁
釋
』

に
お
い
て
は
、
最
初
の
傍
釋
は
、『
大
學
』
冒
頭
部
の
「
大
學
之
衟
在

明
明
德
、
在

民
、
在
止
於
至
善
」（
大
學
の
衟
は
明
德
を
明
ら
か
に
す
る

に
在
り
、
民
を

し
む
に
在
り
、
至
善
に
止
ま
る
に
在
り
）
の
「
在

民
、

在
止
於
至
善
」（
民
を

し
む
に
在
り
、
至
善
に
止
ま
る
に
在
り
）
に
對
す

る
、「

愛
也
。
明
明
德

民
、
犹
言
修
己
安
百
姓
。
明
德

民
無
他
、

惟
在
止
於
至
善
。
盡
心
之
本
體
、
謂
之
止
至
善
」（

は
愛
な
り
。
明
德

を
明
か
に
し
民
を

し
む
は
、
犹
ほ
己
を
修
め
百
姓
を
安
ん
ず
る
と
言
ふ
が
ご

と
し
。
德
を
明
ら
か
に
し
民
を

し
む
は
他
無
し
、
惟
だ
至
善
に
止
ま
る
に
在

る
の
み
。
心
の
本
體
を
盡
く
す
は
、
之
れ
を
至
善
に
止
ま
る
と
謂
ふ
）
で
あ

る（
（2
（

。
こ
の
傍
釋
は
、
そ
の
內
容
か
ら
見
て
、「
在
明
明
德
、
在

民
、

在
止
於
至
善
」（
明
德
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
、
民
を

し
む
に
在
り
、

至
善
に
止
ま
る
に
在
り
）
全
體
に
對
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
齋
は
「
函

海
本
」
に
忠
實
に
、「
在

民
」（
民
を

し
む
に
在
り
）
以
下
に
掛
け
て

い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
中
齋
は
、
こ
の
傍
釋
を
「
在
明
明
德
」（
明
德
を

明
ら
か
に
す
る
に
在
り
）
の
位
置
に
移
動
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
「
學
山

本
」
に
よ
っ
て
、「
至
善
者
、
心
之
本
體
。
知
至
善
惟
在
于
吾
心
、
則

求
之
有
定
向
」（
至
善
と
は
、
心
の
本
體
な
り
。
至
善
の
惟
だ
吾
が
心
に
在
る

を
知
れ
ば
、
則
ち
之
れ
を
求
む
る
に
定
向
有
り
）
の
文
を
續
け
て
い
る
の
で

あ
る
。

實
は
、
こ
の
傍
釋
全
體
を
、「
學
山
本
」
は
、
冒
頭
の
「
大
學
之
衟
」

に
掛
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
中
齋
が
そ
の
內
容
か
ら
、
傍
釋
を
「
在

明
明
德
」（
明
德
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
）
の
位
置
に
移
動
し
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
中
齋
が
本
書
の
編
纂
に
あ
た
っ

て
、
近
代
的
な
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
意
識
を
有
し
て
い
た
こ
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と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
中
齋
は
、『
傍
釋
』
自
體
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
見
解

を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、「
凡
例
」
で
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
凡
例
」（
第
二
條
）

一
、
自
朱
子
改
本
行
于
世
、
禮
記
無
大
學
。
方
正
學
先
生
曰
、
學
古
者

以
不
見
古
全
書
爲
憾
。
王
子
刻
古
本
大
學
、
蓋
亦
其
意
也
。
可
謂

有
功
於
圣
經
矣
。
然
至
呂
晚
村
輩
、
攻
擊
王
子
不
遺
餘
力
、
作
天

蓋
樓
語
錄
曰
、
陽
儒
陰
釋
之
徒
惡
格
物
之
說
害
己
、
彎
弓
反
射
、

輒
以
古
文
石
經
爲
辭
云
云
。
夫
古
文
石
經
非
古
本
大
學
也
。
自
改

本
行
于
世
、
學
士
大
夫
不
復
知
禮
記
原
有
大
學
。
當
其
時
、
豐
坊

者
僞
作
石
經
古
文
、
上
於
朝
。
罪
不
獨
在
豐
坊
也
、
必
有
在
焉
。

晚
村
所
云
古
文
石
經
、
指
此
也
。
而
信
石
經
者
東
林
顧
端
文
高
忠

憲
輩
、
而
其
謂
陽
儒
陰
釋
、
反
斥
王
子
居
多
矣
。
然
不
擧
古
本
大

學
而
石
經
古
文
云
者
何
也
。
推
其
意
、
起
乎
黨
同
伐
異
之
私
。
如

明
擧
王
子
復
古
本
之
實
、
則
朱
子
之
改
本
、
反
非
圣
人
之
舊
、
而

其
遷
改
經
文
之
事
亦
明
晰
焉
、
雖
兒
輩
得
知
之
、
則
改
本
衰
壞
之

基
也
。
是
故
朦
朧
其
語
、
似
俾
不
知
古
者
必
疑
陽
明
古
本
大
學
卽

石
經
之
僞
文
。
噫
、
晚
村
欲
惡
王
子
、
倂
抹
殺
古
本
大
學
、
誣
亦

大
矣
。

【
書
き
下
し
文
】

朱
子
の
改
本
の
世
に
行
は
れ
て
よ
り
、
禮
記
に
大
學
無
し
。
方
正
學

先
生
曰
は
く
、
古
を
學
ぶ
者
、
古
の
全
書
を
見
ざ
る
を
以
て
憾
み
と
爲

す
。
王
子
、
古
本
大
學
を
刻
す
る
は
、
蓋
し
亦
た
其
の
意
な
ら
ん
。
圣

經
に
功
有
り
と
謂
ふ
べ
し
、
と
。
然
る
に
呂
晚
村
の
輩
に
至
り
て
、
王

子
を
攻
擊
し
て
餘
力
を
遺
さ
ず
、
天
蓋
樓
語
錄
を
作
り
て
曰
は
く
、
陽

儒
陰
釋
の
徒
、
格
物
の
說
の
己
を
害
す
る
を
惡
み
、
弓
を
彎ひ

き
て
反
り

て
射
り
、
輒
ち
古
文
石
經
を
以
て
辭
と
爲
す
云
云
、
と
。
夫
れ
古
文
石

經
は
古
本
大
學
に
非
ざ
る
な
り
。
改
本
、
世
に
行
は
れ
て
よ
り
、
學
士

大
夫
、
復
た
禮
記
に
原
と
大
學
有
る
を
知
ら
ず
。
其
の
時
に
當
り
て
、

豐
坊
な
る
者
、
僞
り
て
石
經
古
文
を
作
り
、
朝
に
上の

ぼ

す
。
罪
、
獨
り
豐

坊
の
み
に
在
ら
ざ
る
な
り
、
必
ず
焉
れ
在
る
こ
と
有
り
。
晚
村
の
云
ふ

所
の
古
文
石
經
は
、
此
れ
を
指
す
な
り
。
而
し
て
石
經
を
信
じ
る
者
は

東
林
の
顧
端
文
、
高
忠
憲
の
輩
に
し
て
、
其
の
陽
儒
陰
釋
と
謂
ふ
は
、

反
り
て
王
子
を
斥
く
る
に
居
る
こ
と
多
し
。
然
れ
ど
も
古
本
大
學
を
擧

げ
ず
し
て
石
經
古
文
と
云
ふ
者
は
何
ぞ
や
。
其
の
意
を
推
す
に
、
黨
同

伐
異
の
私
を
起
こ
す
な
ら
ん
。
如
し
明
ら
か
に
王
子
、
古
本
を
復
す
る

の
實
を
擧
ぐ
れ
ば
、
則
ち
朱
子
の
改
本
は
、
反
り
て
圣
人
の
舊
に
非
ず

し
て
、
而
し
て
其
の
經
文
を
遷
し
改
む
る
の
事
も
亦
た
明
晰
に
し
て
、
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兒
の
輩
と
雖
も
之
れ
を
知
る
を
得
れ
ば
、
則
ち
改
本
衰
壞
の
基
な
り
。

是
の
故
に
其
の
語
を
朦
朧
と
し
て
、
古
を
知
ら
ざ
る
者
を
し
て
必
ず
陽

明
の
古
本
大
學
は
卽
ち
石
經
の
僞
文
な
ら
ん
と
疑
は
し
む
る
に
似
た

り
。
噫あ

あ

、
晚
村
、
王
子
を
惡
ま
ん
と
欲
し
て
、
倂
せ
て
古
本
大
學
を
抹

殺
す
、
誣し

ふ
る
も
亦
た
大
な
る
か
な
。

こ
こ
で
は
、
呂
留
良
（
晚
村
）
が
王
守
仁
の
『
古
本
大
學
』
と
豐
坊

の
『
僞
石
經
大
學
』
と
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
黨
同
伐

異
之
私
」
に
出
る
も
の
と
し
て
激
し
く
攻
擊
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
し
て
彼
の

こ
の
議
論
は
、
朱
子
學
と
陽
明
學
と
の
爭
い
を
離
れ
て
、
今
日
の
學
術

的
な
立
場
か
ら
客
觀
的
に
見
て
も
正
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
若
干
奇
異
に
思
わ
れ
る
の
は
、
佐
籘
一
齋
が
あ
れ
ほ

ど
の
熱
辯
を
振
る
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、『
大
學
古
本
傍
釋
』（『
旁

註
』）
が
僞
作
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
惑
に
つ
い
て
中
齋
が
一
切
觸
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
中
齋
は
、
一
齋
の
論
證
に

よ
っ
て
す
べ
て
解
決
濟
み
、
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
齋
は
『
古
本
大
學
刮
目
』
公
刋
の
際
に
一
齋
の
序
文
を
乞
う
書

を

送
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
一
齋
の
『
傍
釋
』
に
關
す
る
見
解
は
當
然

熟
知
し
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る（

（2
（

。

以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
佐
籘
一
齋
か
ら
大
鹽
中
齋
へ
と
、

江
戶
後
期
の
陽
明
學
者
た
ち
は
、
着
實
に
『
大
學
古
本
傍
釋
』
に
關
す

る
硏
究
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
前
述
の
如
く
、「
函
海
本
」
し
か
見

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
一
齋
に
對
し
、
大
鹽
中
齋
が
「
學
山
本
」
と

「
函
海
本
」
の
二
種
の
版
本
を
目
睹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
・

ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
よ
り
精
密
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
そ

の
顯
著
な
事
例
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
精
密
な
硏
究
の
成
果
は
、
今
日
十
分
繼
承

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
殘
念
な
が
ら
、
一
齋
が
あ
れ
ほ
ど
明
快

に
論
破
し
た
、『
傍
釋
』
が
僞
作
で
あ
る
と
す
る
說
す
ら
も
、
今
日
な

お
完
全
に
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
の
が
實
情
な
の
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
江
戶
時
代
後
期
の
日
本
に
お
け
る
陽
明

學
硏
究
は
、
い
ま
だ
に
乘
り
越
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
東
京
都
立
中
央

圖
書
館
河
田
文
庫
と
大
阪
府
立
中
之
島
圖
書
館
玄
武
洞
文
庫
と
に
そ
れ

ぞ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
佐
籘
一
齋
と
大
鹽
中
齋
の
藏
書
は
、
そ
の
こ
と

を
我
々
に
語
り
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
作
成
の
た
め
の
調
査
に
お
い
て
、
東
京
都
立
中
央
圖
書
館
、
大

阪
府
立
中
之
島
圖
書
館
お
よ
び
靜
嘉
堂
文
庫
、
國
士
舘
大
學
圖
書
館
の
館
員
各

位
よ
り
多
大
な
援
助
を
賜
っ
て
い
る
。
特
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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【
本
稿
は
科
學
硏
究
費
補
助
金
（
基
盤
硏
究
（
Ｃ
）
課
題
番
號
１
７
Ｋ
０
２
２

０
９
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）　

な
お
、
佐
籘
一
齋
は
一
般
に
朱
王
折
衷
の
學
者
と
さ
れ
る
が
、
筆
者

は
彼
が
思
想
的
に
も
陽
明
學
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
點
に
關
し
て
は
以
下
の
拙
稿
を
參
照
の
こ
と
。
永
富
靑
地
「
佐
籘
一

齋
は
朱
子
學
者
か
―
『
欄
外
書
』
の
記
載
よ
り
見
た
る
―
」、『
朱
子
學

と
そ
の
展
開
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
。

（
２
）　

中
國
に
お
け
る
『
大
學
古
本
傍
釋
』
の
刋
行
に
つ
い
て
は
、
水
野
實

「
王
守
仁
の
『
大
學
古
本
傍
釋
』
の
考
察
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第

四
十
六
號
、
一
九
九
四
）
に
詳
し
い
。

（
３
）　

山
本
正
一
『
王
陽
明
』（
中
文
館
書
店
、
一
九
四
三
）、
山
下
龍
二

『
陽
明
學
の
硏
究　

成
立
篇
』（
現
代
情
報
社
、
一
九
七
一
）
は
「
致
良

知
說
」
の
確
立
を
前
年
で
あ
る
正
德
十
五
年
（
一
五
二
〇
、
王
守
仁
四

十
九
歲
）
の
こ
と
と
す
る
が
、
本
稿
の
論
旨
に
は
影
響
し
な
い
。

（
４
）　

內
容
は
『
百
陵
學
山
』
所
收
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
。『
百
陵
學
山
』

は
萬
曆
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
『
丘
陵
學
山
』
を
增
補
し
て
改
名
し

た
叢
書
。

（
５
）　

現
在
、
華
東
師
範
大
學
圖
書
館
所
藏
の
『
百
陵
學
山
』
本
を
影
印
の

上
、『
續
修
四
庫
全
書
』
經
部
第
一
五
九
册
に
所
收
。
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
六
。

（
６
）　

現
在
、
明
萬
曆
刻
本
を
影
印
の
上
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
捕
編
』

第
九
十
二
册
に
所
收
。
齊
魯
書
社
、
二
〇
〇
〇
。

（
７
）　

現
在
、
影
印
の
上
、『
叢
書
集
成
初
編
』
第
四
七
七
册
に
所
收
。
商

務
印
書
館
、
一
九
三
六
。

（
８
）　

た
だ
し
、
江
右
王
門
の
諸
子
が
そ
の
誠
意
說
の
理
論
的
根
據
と
し
て

『
傍
釋
』
を
利
用
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
が
て
彼

ら
は
『
傍
釋
』
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
は

荒
木
龍
太
郞
「
陽
明
學
に
於
け
る
誠
意
說
の
展
開
と
變
容
―
江
右
王
門

の
『
古
本
大
學
』
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
九
州
中
國
學
會
報
』
第
三

十
二
卷
、
一
九
九
四
）
を
參
照
の
こ
と
。

　
　
　

ま
た
、
本
書
が
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
一
つ
の
要
因
と
し

て
、
毛
奇
齡
を
代
表
と
す
る
僞
作
說
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の

點
は
次
節
に
お
い
て
觸
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
９
）　

佐
籘
一
齋
に
よ
る
『
傳
習
錄
欄
外
書
』
の
テ
キ
ス
ト
に
關
し
て
は
、

以
下
の
拙
稿
を
參
照
の
こ
と
。
永
冨
靑
地
「
佐
籘
一
齋
と
『
傳
習
錄
欄

外
書
』
―
江
戶
期
に
お
け
る
陽
明
學
の
硏
究
」、『
儒
敎　

そ
の
可
能

性
』、
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
二
〇
一
一
。

（
10
）　

現
在
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
子
部
第
八
十
七
册
、
莊
嚴
文
化
事

業
有
限
公
司
、
一
九
九
六
、
に
所
收
。

（
11
）　
『
大
學
欄
外
書
』
自
序
に
、「
余
自
二
十
四
五
歲
、
已
疑
紫
陽
大
學
、

因
就
古
本
讀
之
。
時
著
一
書
、
曰
一
家
私
言
」
と
あ
る
。
從
っ
て
、『
大

學
一
家
私
言
』
の
執
筆
は
寬
政
七
年
（
一
齋
二
十
四
歲
、
一
七
九
五
）

ま
た
は
翌
八
年
（
一
齋
二
十
五
歲
、
一
七
九
六
）
の
こ
と
と
な
る
。

（
12
）　
「
寄
薛
尙
謙　

癸
未
」、『
王
文
成
公
全
書
』
卷
五
。
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（
13
）　
「
大
學
古
本　

戊
寅
」、『
王
文
成
公
全
書
』
卷
七
。

（
14
）　
「
大
學
問
」、『
王
文
成
公
全
書
』
卷
二
十
六
。

（
15
）　
「
跋
古
本
大
學
問
」、
嘉
靖
戊
戌
（
十
七
年
、
一
五
三
八
）
序
刋
『
東

郭
先
生
文
集
』（
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
）
卷
九
。

（
16
）　

東
京
都
立
中
央
圖
書
館
河
田
文
庫
所
藏
本
（
一
二
三-

Ｗ-

四
六
）。

な
お
河
田
文
庫
所
藏
の
佐
籘
一
齋
の
藏
書
に
關
し
て
は
、
東
京
都
立
日

比
谷
圖
書
館
編
『
東
京
都
立
日
比
谷
圖
書
館
藏
河
田
文
庫
目
錄
』（
東

京
都
立
日
比
谷
圖
書
館
、
一
九
六
二
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
17
）　

水
野
實
氏
は
、
前
揭
の
「
王
守
仁
の
『
大
學
古
本
傍
釋
』
の
考
察
」

に
お
い
て
同
書
が
王
守
仁
の
眞
作
で
あ
る
こ
と
を
論
證
し
て
い
る
が
、

そ
の
際
に
一
齋
の
說
を
論
據
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

（
18
）　

こ
れ
ら
の
諸
本
に
付
さ
れ
た
「
傍
釋
」
は
、「
函
海
本
」
に
多
少
校

訂
を
加
え
、
さ
ら
に
一
齋
が
自
己
の
見
解
に
よ
っ
て
十
六
條
の
「
補
」

說
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
揭
の
ご
と
く
、
中
國
で
刋
刻
さ

れ
た
『
大
學
古
本
傍
釋
』
に
は
三
種
あ
る
が
、「
函
海
本
」
以
外
の
も

の
に
一
齋
が
全
く
言
乁
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
の
目
睹
し
た
『
傍

釋
』
は
「
函
海
本
」
の
み
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
『
大
學
古
本
旁
釋
』
の
寫
本
、
あ
る
い
は
和
刻
本
『
古
本
大
學
』

へ
の
書
入
本
に
關
し
て
は
、
中
村
安
宏
「
佐
籘
一
齋
の
講
釋
用
『
大

學
』
書
入
」（『
日
本
思
想
史
硏
究
』
第
二
十
一
號
、
一
九
八
九
）
十
九

～
二
十
一
頁
に

明
な
紹
介
が
あ
る
。

（
19
）　
『
王
文
成
公
全
書
』
卷
七
に
所
收
。

（
20
）　

東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
に
は
大
橋
明
に
よ
る
『
大
學
欄
外
書
』

の
寫
本
が
所
藏
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
本
「
插
註
」
も
收
め
ら
れ

て
い
る
が
、
河
田
文
庫
所
藏
本
と
比
し
て
よ
り

略
な
も
の
で
あ
り
、

か
つ
一
齋
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
河
田
文

庫
所
藏
本
に
よ
り
飜
刻
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
大
橋
明
寫
本
は
、
服
部

宇
之
吉
他
監
修
、
關
儀
一
郞
編
『
日
本
名
家
四
書
註
釋
全
書　

學
庸
部

二
』（
東
洋
圖
書
刋
行
會
、
一
九
二
三
）
所
收
の
『
大
學
欄
外
書
』
の

底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　

一
齋
點
に
關
し
て
は
、
以
下
の
諸
論
文
を
參
照
の
こ
と
。
鈴
木
直
治

『
中
國
語
と
漢
文
』、
光
生
館
、
一
九
七
五
、
第
二
章
第
四
節
二
「
佐
籘

一
齋
の
訓
點
」、
齋
籘
文
俊
「
近
世
に
お
け
る
漢
文
訓
讀
法
の
變
遷
と

一
齋
點
」（
中
村
春
作
他
編
『「
訓
讀
」
論
―
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日

本
語
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
）、
同
氏
「
近
世
日
本
の
訓
讀
法
」（
中

村
春
作
編
『
訓
讀
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』、
東
京
大
學
出
版
會
、

二
〇
一
四
）。

（
22
）　

現
在
靜
嘉
堂
文
庫
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
佐
籘
一
齋
『
大
學
摘
說
』

（
文
政
己
丑
［
九
年
、
一
八
二
九
］
序
）
の
寫
本
に
は
、「
文
成
古
本
序

詞

而
旨
遠
、
不
易
可
讀
。
試
插
入
數
字
以
解
之
如
左
」（
文
成
の
古

本
序
は
詞
は

な
れ
ど
も
旨
は
遠
く
し
て
、
易
［
や
す
］
く
は
讀
む
べ

か
ら
ず
。
試
み
に
數
字
を
插
入
し
て
以
て
之
れ
を
解
す
る
こ
と
左
の
如

し
）
と
の
短
序
を
附
し
た
上
で
、「
大
學
古
本
序
」
の
插
註
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
は
、
一
齋
自
身
が
河
田
文
庫
所
藏
の
『
大

學
』
書
入
本
の
插
註
の
內
容
を
移
植
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
前

述
の
國
士
舘
大
學
圖
書
館
所
藏
『
大
學
一
家
私
言
』
の
附
錄
に
お
い
て
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も
、「
王
子
大
學
古
本
序
」
と
し
て
、「
大
學
古
本
序
」
の
插
註
が
收
錄

さ
れ
て
い
る
。

（
23
）　

以
下
、『
古
本
大
學
刮
目
』
よ
り
の
引
用
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
圖

書
館
玄
武
洞
文
庫
所
藏
本
に
よ
る
。
な
お
、
中
齋
は
『
古
本
大
學
刮

目
』
所
收
の
も
の
の
他
に
も
、
慶
應
義
塾
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
る
江
戶

中
期
刋
『
大
學　

附
大
學
問
』（『
慶
應
義
塾
圖
書
館
和
漢
貴
重
書
目

錄
』［
慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
出
版
會
株
式
會
社
、
二
〇
〇
九
］
一
二

六
頁
に
、「
大
鹽
中
齋
書
入
本
」
と
し
て
著
錄
）
に
、
主
と
し
て
朱
筆
、

一
部
墨
筆
に
よ
る
、
王
守
仁
の
『
大
學
古
本
旁
註
』（『
旁
釋
』）
と
、

そ
れ
に
對
す
る
中
齋
自
身
の
批
註
と
を
記
し
て
い
る
。
筆
者
は
二
〇
二

三
年
三
月
刋
行
の
『
環
日
本
海
硏
究
年
報
』
第
二
十
八
號
に
お
い
て
、

同
書
の
全
文
の
飜
刻
を
揭
載
す
る
豫
定
で
あ
る
。
倂
せ
て
參
照
さ
れ
た

い
。

（
24
）　

中
齋
の
『
大
學
古
本
旁
註
』
に
お
い
て
は
、「
學
山
本
」
に
從
っ
て
、

「
犹
言
修
己
安
百
姓
」（
犹
ほ
己
を
修
め
百
姓
を
安
ん
ず
る
と
言
ふ
が
ご

と
し
）
の
「
言
」
の
字
を
削
除
し
て
い
る
。

（
25
）　

豐
坊
の
『
僞
石
經
大
學
』
に
關
し
て
は
、
以
下
の
論
文
を
參
照
の
こ

と
。
水
野
實
「「
僞
石
經
大
學
」
考
―
そ
の
出
自
と
流
傳
そ
し
て
波
紋

乁
び
異
本
と
原
本
―
」、『
防
衞
大
學
校
紀
要
』
第
五
十
七
號
、
一
九
八

八
。

（
26
）　

な
お
、
こ
の
時
、
中
齋
よ
り
一
齋
に
宛
て
ら
れ
た
書

の
飜
刻
お
よ

び
解
說
は
、
相
蘇
一
弘
『
大
鹽
平
八
郞
書

の
硏
究
』
第
二
册
（
淸
文

堂
出
版
、
二
〇
〇
三
）
六
四
〇
～
六
五
二
頁
を
參
照
の
こ
と
。

（
27
）　

一
代
の
碩
學
で
あ
る
島
田
虔
次
氏
も
、『
ア
ジ
ア
歷
史
硏
究
入
門
』

第
三
卷
「
思
想
史
」（
Ⅲ
）（
同
朋
社
出
版
、
一
九
八
三
）
に
お
い
て
、

「
陽
明
の
著
作
と
い
う
も
の
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
單
行
せ
ら
れ
た

も
の
は
、『
傳
習
錄
』『
朱
子
晚
年
定
論
』『
大
學
問
』、
そ
れ
に
も
し
こ

れ
を
も
陽
明
の
書
と
い
え
る
な
ら
ば
『
大
學
古
本
旁
註
』、
そ
の
く
ら

い
の
も
の
で
し
か
な
い
」（
同
書
二
七
九
頁
）
と
述
べ
て
、
こ
の
問
題

に
關
す
る
判
斷
を
保
留
さ
れ
て
い
る
。

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
佐
籘
一
齋
、
大
鹽
中
齋
、
大
學
古
本
傍
釋
、
大
學
古
本
序
、

插
註




